
三菱財団　研究・事業報告書2025

129．木造千手観音立像保存修理事業

千手寺　代表役員　　柴田　明恭

本躰左前 全影 本躰右前

 ＜修復前＞

木造千手観音立像
総　高　228.5cm
（光背頂上～台座地付）
像　高　155.6cm
（頭上面～地付）
最大張　94.0cm
（光背周縁左端～同 右端）
最大奥　67.1cm
（台座円形框正面～同 背面）

京都府

解説
　本像（本尊）は十一面四十二臂の典型的な千手観音立像で、平安時代後期の和様彫刻の特徴がよく表
れている。今回の修理では造立年代が判明しなかったが、江戸期以後に数回の修理が行われたことが判
明した。また蓮華王院本堂の千体千手観音立像（国宝）に通ずる特徴が再確認され、千体千手観音立像
を参考に不足していた持物を新造、脇手も配置換えを行った。それにより造立時に近いであろう姿に復
元されたことは、本像を信仰する信徒にとって非常に有意義で喜ばしいことである。なお修理内容にも
記載があるが、本事業を後世に伝えるため、事業内容と助成団体名等を記載した記録文書と紺紙金泥種
子曼荼羅を作成し躰内に奉納した。
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本躰左前 全影 本躰右前

 ＜修復後＞

修復業者
　公益財団法人美術院

修復内容
　本躰・光背・台座を燻蒸後、後補漆箔の剥離止めを行った。各部の接合にゆるみが生じていたため、
頭躰幹部以外の大半を一旦解体し、亡失する持物を補い脇手の配置を整理して組み付け、本体が真っす
ぐ立つよう調整した。頭頂後部の穴から躰内に鼠が持ち込んだと思われる金箔の剥落片が大量に発見さ
れ、多くの漆箔片を本躰に復位できた。その穴は桧材で補足し、今回の修理記録文書等を納入した後に
膠で取り付けた。光背は接合の緩む箇所を一旦解体し、割損部や矧ぎ目を接着し、形状不適合な個所を
補足して組み付けた。台座は解体後、新たに内部の構造補強を行い、強固に組付け直すことで、本体や
光背を安定して立てることが出来るようになった。
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